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1. はじめに 

 道路法面の点検は，道路防災総点検の安定度調査

表 1)に基づいて行われているが，既存の膨大な点検

データが有効利用されていないという問題が指摘さ

れている．そこで，本研究ではこれらの点検データ

に基づき，自己組織化マップ（SOM）を用いて道

路法面を特徴ごとに分類し，優先的に対策を施す必

要がある法面の抽出を行い，安定度調査表の要因項

目による評点との比較を行った． 

2. 自己組織化マップ（Self-Organizing Map）2） 

 SOM とは Kohonen によって提案されたニューラ

ルネットワークの一種であり，多次元の入力データ

をその類似度によって 2 次元（あるいは 3 次元）上

に配置して出力する手法である．SOM は入力と出

力の関係をあらかじめ与えない教師なしのニューラ

ルネットワークであり，高次元のデータ間に存在す

る非線形な統計学的関係を，データの情報を保存し

ながら可視化することができる． 

3. 道路法面のクラスタリング 

 本研究では道路防災総点検の際に用いる安定度調

査表を活用し，国土交通省近畿地方整備局管内の道

路法面のうち，落石崩壊を対象とした 314 箇所を

SOM により分類した．このうち 6 箇所は実際の被

災箇所であり，健全性（危険度）評価の基準とした．

道路法面ごとに定義される入力ベクトルは安定度調

査表の要因項目に基づき，地形，構造，変状等の全

19 個の 19 次元のベクトルである（表 1）． 

 解析の結果得られた全体マップ 1 を図 1 に示す．

全体マップは 5 つのクラスタに分類でき，クラスタ

A, B, C, D, E と名付け，入力ベクトルごとに得られ

る 19 個の要素マップを用いて考察を行った．
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表 1：入力ベクトル（項目）と入力方法 



全体マップでは，類似した道路法面ほど近い位置

に配置され，色で模式的に法面の類似性の高さを表

しており，赤いほど類似性が高い．要素マップは各

入力ベクトルの全体マップへの寄与度を示し，黒い

ほど要素の影響が大きいことを示す． 

SOM は特徴の類似したデータ同士を，クラスタ

リングすることができ，実際の被災箇所と同じクラ

スタに分類された法面は，被災箇所と同じ崩壊要因

を持っている．従って，被災箇所と同じクラスタに

分類された法面は，優先的に変位の計測・モニタリ

ングや補修・補強などの対策を施す必要がある法面

として抽出することができる． 

クラスタ A は，実際の被災箇所（図 1 中の黒

丸）が 3 箇所配置され，全 19 個の要素マップのう

ち要素 X2（崩壊跡地）および X15（当該法面の変

状）の影響がある．対策工を検討する際には，これ

らの要因を踏まえた補強・補修対策を考慮する必要

がある．クラスタ C および D は，実際の被災箇所

が配置されなかったため，現時点では健全性評価を

行うことができない． 

図 1 SOM による法面の分類（全体マップ） 

  （実際の被災箇所の 6 箇所は黒丸で示す．） 

図 2 要素マップ 

a)X2：崩壊跡地 b)X15：当該法面の変状 

図 3 安定度調査表の評点で出力 

 ○：要因の評点が 70 点以上（危険度が高い） 

 △：要因の評点が 50 点以下 

法面の健全性は，安定度調査表に基づき，各点検

項目に関して重み付けした点数の合計によって評価

されている．本研究では，各法面の評点でマップの

出力を行った．70 点以上の危険度の高い法面を○，

50 点以下の法面を△で印を付けると，高得点と低

得点の法面は分布が分かれた（図 3）．実際の被災

箇所が 3 箇所分類されたクラスタ A には，低得点

の法面が分類された．また，クラスタ B の付近に

も被災箇所が配置されたが，低得点の法面が分類さ

れている．これらより，安定度調査表の評点で重み

の大きい要因と，実際の災害が発生する要因が異な

る可能性があると考えられる． 

4. まとめ 

 本研究では，道路法面の点検結果を基に，自己組

織化マップ（SOM）を用いて，法面をその特徴ご

とに分類した．実際の被災箇所を健全性（危険度）

評価の基準とし，同じ崩壊要因を持つ法面を，優先

的に対策を施すべき法面として抽出した．また，従

来の安定度調査表の要因項目の評点でマップの出力

を行うと，実際の被災箇所が 50 点以下の法面によ

って形成されたクラスタに分類されていた． 
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